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2019年度活動報告

背景・
目的

□ オープン技術であるソフトウェアプラットフォームEdgecrossを活用し、当社FA
製品とパートナ様製品を組合わせることでソリューション提案力を強化させる

活動
ポイント

□ パートナ様のEdgecross対応製品を活用した採用事例の拡大
□ Edgecrossの普及拡大と用途拡大を想定したプロモーション強化

№ 会社名 概要 № 会社名 概要

1 JTｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 品質管理支援ｼｽﾃﾑ（JoySPC)導入事例 6
東芝ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟ
ﾒﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

生産現場に新たな価値をもたらすデータ分析をサポー
トするデータ分析サービス

2 AWS
Edgecross(MELIPC)とAWS活用による生
産の見える化

7 日立製作所
Edgecorssで収集したﾃﾞｰﾀを活用し、KIPの指標
(OEE)を表示するソリューション

3 KSKｱﾅﾘﾃｨｸｽ
IoT時系列データを活用したAI・機械学習に
よる未来予測ソリューション

8 ｼﾑｯｸｽ
Edgecrossを活用したNC工作機械向けｿﾘｭｰｼｮﾝ
「ﾏﾘﾝﾊﾞM3」を紹介。

4 日本ｵﾗｸﾙ
工場内、工場間をまたがって、工場稼働を最
適化するソリューション 9 ｱｼｽﾄ

製造現場の様々なデータを繋げて、可視化・分析する
ソリューション

5 ｳｲﾝｸﾞｱｰｸ
設備データを現場で価値ある情報に変える
設備データ活用ソリューション

10 日本IBM
お客様課題に対するIBMアプローチとEdgecross連
携ソリューション

1. パートナ様説明会（6月21日）

MELIPC/Edgecrossを活用したパートナーソリューション提案・事例をご紹介頂きました。
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２. 販促用共同リーフレット

MELIPC/Edgecrossを活用したパートナ様のソリューションを紹介するリーフレットを共同作成し、
当社支社・代理店に展開、ソリューション提案力の強化を図ります。
19年度は、10社のパートナ様にご協力頂き、ありがとうございました。

・アシスト様
・アドバンテック様＋IIJ様
・AWS様
・ウイングアーク１ｓｔ様
・KSKアナリティクス様
・コアコンセプト・テクノロジー様
・JTエンジニアリング様
・東芝デベロップメントエンジニアリング様
・日本Oracle様
・富士通様
（以上１０社）

サンプル（表） サンプル（裏）

2019年度活動報告

10社様の共同リーフレットは、e-F@ctory Allianceパートナソリューション検索サイトからダウンロードできます。
https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/ssl/sols/psm/login

MELIPC/Edgecrossを活用した
共同リーフレットの拡充を図りますので、
ソリューション提案・導入事例のご提供
を宜しくお願い致します。

https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/ssl/sols/psm/login
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スモールスタート可能なクラウドサービス簡単に生産状況を把握したい

クラウド接続のネットワーク配線工事を省き
たい

ネットワークからシステム構築まで
ワンストップで提供

複数工場のデータを一元管理、生産を最適化
したい

クラウドで高度なAI分析を提供

10社様の共同リーフレット（インデックス）

見える化
（監視）

品質のばらつきを把握し歩留りを上げたい

見える化
（BIツール）

データ分析
サービス

用途 特長

クラウド活用

工程のボトルネックを早期発見・解消したい

工作機械を含めた加工・組立ライン全体を監視
したい

使い慣れたExcelを活用してデータ分析したい

現場の個性に合ったデータ活用方法を
相談したい

自社で機械学習を活用し、品質改善・予知保全
を行いたい

リアルタイムでの品質管理

生産状況と作業進捗を直感的に把握

ロボット・工作機械含む製造ラインの
ための統合データ収集環境構築

現場理解から始めるデータ分析
コンサルティングサービスを提供

ノンプログラミングでAI機械学習
高精度の予測モデルを自動で生成

製造現場の様々なデータを繋げたトレーサビリティ
データ分析を実現

各システムでバラバラに管理されている
トレサビデータを紐づけて分析したい

現場データを蓄積、加工し、使い慣れたExcelや
ダッシュボードで可視化を実現
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設備のデータ収集を簡単にしたい。

設備や品質データの分析をしたい。

生産ラインの遠隔監視を行いたい。

アマゾン・ウェブ・サービス

こんなときに
最適

クラウド活用

スモールスタート可能なクラウドサービス

可視化

クラウドソリューション

 SDカードの容量より大きなデータを保存したい。

現場のサーバーは最小限にしたい。

 ITの最新技術で機能追加や拡張をしたい。

MELIPCとAWSのサービス連携による生産の見える化の構築例

MELIPCMELSEC Amazon

Elasticsearch

Service

AWS IoT

Core

AWS クラウド

AWS IoT 

Analytics
Amazon 

QuickSight

・Edgecross 基本ソフトウェア バージョン 1.22 の機能追加により、リアルタイムフローデザイナの GUI操作設定のみで

データコレクタで取得したデータを AWS にリアルタイムでデータ送信できます。（FAサイトにホワイトペーパーを掲載予定）

・MELIPCを導入する事で、Edgecrossで収集したデータを使って、クラウド上に生産の見える化ダッシュボードを構築。

クラウドとエッジの連携により、最新のIT技術を活用できるようになり、現場の省人化と工場の生産性向上に貢献します。

Edgecross
から送信
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 クラウドはセキュリティが不安。

通信環境整備など導入がメンドウ。

こんなときに
最適

クラウド活用

ネットワークからシステム構築までワンストップで提供

可視化

 ネットワークからクラウドまでワンストップ提供

 モバイルを含むセキュアなIIoTネットワーク

MELIPCとWISE-PaaS の連携による安心なクラウドサービスの構築例

MELSEC MELIPC

生産分析

電力分析

予知保全（AI)

工場ライン(3D)

Azure/AWS/GCP
マルチクラウドを利用した閉域ネットワー
ク連携も可能

IoTHub
(MQTT)

DB
Storage

閉域網接続
IIJモバイル
ネットワーク

LTE/LTE-M

WAN/VPN

モバイル監視
ダッシュボード

アドバンテックは、IIJ（クラウド・ネットワークのリーディングカンパニー）との協業により、

お客さまから要望の高かった「安全性」と「簡単導入」の両方をリーズナブルにソリューションを提供します。

クラウドソリューション

SIMカード

モバイルアクセス
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Quality 良品率Performance 性能稼働率

モニタリング : リアルタイムの機械稼働状況把握
段取効率 ： 段取り時間

Availability 機械可用率

工場全体の可視化

すぐご利用いただけるダッシュボード・テンプレート

例）①OEE(Overall Equipment Efficiency)設備総合効率

休日

緊急停止

操業時間

負荷時間

稼働時間

チョコ停正味稼働時間

不良価値稼働時間

段取替

手待

手直し

簡単な導入 トラッキング & 分析 予測

Data Visualization

クラウド活用
可視化

クラウドソリューション

リアルタイム監視：アラート設定可能、生産性低
下を予防
追跡:任意の管理単位(SKU)毎の生産性と品
質を追跡

監視：スマホ等へのリアルタイム通知
分析：エラー頻度別のパレート図
活用：解決すべき重大なエラーの顕在化
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②OEE EFFICIENY 装置効率性能の可視化

Improve  ROI
マシンの稼働率を計算、機器（固定資産）の投資効果を把握

Data Visualization

クラウド活用
可視化

クラウドソリューション

Low TEEP（設備総合
有効性生産力）：
機材投資の評価
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③OEE Availability 機械可用率

機械と生産ラインのリアルタイム 把握

Capacity

・マシンのステータス（実行/エラー/待機/停止/中断）表示
・MESに接続してライン変更期間を取得、生産時間におけるすべての損失時間を視覚化します。

実行
中断
手待ち
停止

段取替え

中断

Data Visualization

クラウド活用
可視化

クラウドソリューション

注目ポイント
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シフト別の比較分析も可能です。

Production Alarm:

リアルタイム表示

Alarm:

日勤夜勤シフト別の比較
可用率・稼働率・品質

④OEE Performance Analysis

生産効率の比較
Data Visualization

クラウド活用
可視化

クラウドソリューション
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・段取り平均時間/日時別
・段取り時間 ヒートマップ

長い段取時間!!

可視化することで、原因調
査・分析に活用可能

Efficiency 

⑤OEE Change Time Aalytics

段取時間分析
Data Visualization

クラウド活用
可視化

クラウドソリューション
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稼働率を上げる為の負荷調整は現場まかせになっている

工場データを集めても、分析や実績管理との連動などが困難

管理部門向けのアプリの開発は時間とコストがかかる

こんなときに
最適

クラウド活用

クラウドで高度なAI分析を提供

可視化

工場内、工場間をまたがって、工場稼働を最適化する

データ収集

生産現場

加工・蓄積

設備状態・不具合監視

稼働率監視

ライン進捗監視

モバイルアプリで
現場を可視化

分析・レポート

• 「資産運用管理」

• 「生産ラインの稼働」

• 「部材配送状況」

クラウドソリューション

【資産運用管理】

設備状態、稼働率、
インシデント

Asset
Monitoring

【生産ラインの稼働】

設備状態、稼働率、
ライン進捗

Production 
Monitoring

【部材配達状況】

移動車両の稼働

Fleet
Monitoring
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 X-R図などの品質データを現場でリアルタイムに管理したい

品質の改善策を現場にフィードバックするまでに時間がかかる

 MC Works64で構築するには費用があわない（JoySPC 本体:標準価格15万円)

ジェイティ エンジニアリング

見える化（監視）

リアルタイムでの品質監視を実現

監視

エッジアプリケーション

リアルタイムでの品質監視で不良品の発生を未然に防ぐ

データ収集

JoySPCからDBへ

設定のみで自動格納

(プログラミング不要) DB

加工・蓄積

生産現場

・ヒストグラム

 品質傾向を｢JISの8つのルール｣で異常判定※独自ルール追加可能

・X bar-R(X-Rs)管理図
・X bar-s管理図

こんなときに
最適

MELIPCに
インストール可能

基本ソフトウェア
データコレクタ

プリインストール

ルール違反があればメール通知

⇒異常発生前に現場駆けつけ可能

①1点が領域Ａを超えている

②9点が中心線に対して同じ側にある

③6点が増加､または減少している

④14点が交互に増減している

⑤連続する3点中､2点が領域Aまたはそれを超えた領域にある

⑥連続する5点中､4点が領域Bまたはそれを超えた領域にある

⑦連続する15点が領域Cにある

⑧連続する8点が領域Cを超えた領域にある
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ジェイティ エンジニアリング

見える化（監視）

リアルタイムでの品質監視を実現

監視

エッジアプリケーション

【導入実績】
■アルミ缶製造

概要：アルミ缶のサイズを計測し工程で傾向分析

■ベアリング製造
概要：ベアリング製造における「チョコ停」要因を分析

■半導体製造
概要：半導体の特性を計測しバッチ分析

■製紙
概要：成形データを収集しリアルタイムに傾向分析

■コネクタ製造
概要：コネクタの各サイズを計測し傾向分析
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ジェイティ エンジニアリング

見える化（監視）

リアルタイムでの品質監視を実現

監視

エッジアプリケーション

検査結果

管理図表示 品質傾向監視

設備傾向監視

品質監視

傾向ｱﾗｰﾑ通知

E-Mail

DB
Internet

or
LAN

クライアントPC
（IE）

システム構成

【導入事例①】 ベアリングメーカー様

※Web配信オプション

①リアルタイムにWebでデータが取れるようになり、

その場での解析が可能となった。

②品質問題においては、問題が発生した場合に、

過去のデータと比較し解析が可能となった。

③JoySPCをバックグラウンドで実行することで、

トラブルが発生した時に社内電話や携帯電話に

適切なメッセージで通報する体制となった。

導入効果
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ジェイティ エンジニアリング

見える化（監視）

リアルタイムでの品質監視を実現

監視

エッジアプリケーション

サイズの計測

システム構成

【導入事例②】 アルミ缶製造メーカー様

各種管理図

工程ごとの傾向を分析

工程の管理状態を捉えることで、プレス機に使用し

ている金型の消耗や設備不良の兆候を早期に発

見し、不良品の発生やチョコ停の発生を減少させ

るデータとして利用している。

導入効果

DB

品質管理部
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工程のボトルネックを早期発見・解消したい

時系列データにより、作業進捗や滞留状況を直感的に把握したい

生産活動の整流化を実現したい

富士通

こんなときに
最適

見える化（監視）

生産状況と作業進捗を直感的に把握

監視

エッジアプリケーション

データ収集

生産現場

データ活用

異常の発見や気づき発見を促進

•熟練の技術者でも気づくことが難しかった生産上の

問題や、稼働の実態を把握。

•新たな改善のポイントや、改善施策の立案に気づき

をもたらす。

VisuaLine

「工程」「時刻」の二軸で製造実績データを時系列に折れ線・波形で可視化

若手技術者であっても直感的に状況を把握し、改善に活用可能
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富士通

見える化（監視）

生産状況と作業進捗を直感的に把握

監視

エッジアプリケーション

製造設備から収集した実績データ（例）

開始 終了 開始 終了 開始 終了 開始 終了

SN001 9:00:00 9:00:05 9:00:15 9:00:30 9:00:40 9:00:48 9:00:58 9:01:01

SN002 9:00:20 9:00:25 9:00:35 9:00:50 9:01:00 9:01:08 9:01:18 9:01:21

SN003 9:00:40 9:00:45 9:00:55 9:01:10 9:01:20 9:01:28 9:01:38 9:01:41

SN004 9:01:00 9:01:05 9:01:15 9:01:30 9:01:40 9:01:48 9:01:58 9:02:01

SN005 9:01:20 9:01:25 9:01:35 9:01:50 9:02:00 9:02:08 9:02:18 9:02:21

SN006 9:01:40 9:01:45 9:01:55 9:02:10 9:02:20 9:02:28 9:02:38 9:02:41

SN007 9:02:00 9:02:05 9:02:15 9:02:30 9:02:40 9:02:48 9:02:58 9:03:01

SN008 9:02:20 9:02:25 9:02:35 9:02:50 9:03:00 9:03:08 9:03:18 9:03:21

SN009 9:02:40 9:02:45 9:02:55 9:03:40 9:03:50 9:03:58 9:04:08 9:04:11

SN010 9:03:00 9:03:05 9:03:45 9:04:00 9:04:10 9:04:18 9:04:28 9:04:31

SN011 9:03:40 9:03:45 9:04:05 9:04:20 9:04:30 9:04:38 9:04:48 9:04:51

SN012 9:04:00 9:04:05 9:04:25 9:04:40 9:04:50 9:04:58 9:05:08 9:05:11

SN013 9:04:20 9:04:25 9:04:45 9:05:00 9:05:10 9:05:18 9:05:28 9:05:31

SN014 9:04:40 9:04:45 9:05:05 9:05:20 9:05:30 9:05:38 9:05:48 9:05:51

SN015 9:05:00 9:05:05 9:05:25 9:05:40 9:05:50 9:05:58 9:06:08 9:06:11

SN016 9:05:20 9:05:25 9:05:45 9:06:00 9:06:10 9:06:18 9:06:28 9:06:31

SN017 9:05:40 9:05:45 9:06:05 9:06:20 9:06:30 9:06:38 9:06:48 9:06:51

SN018 9:06:00 9:06:05 9:06:25 9:06:40 9:06:50 9:06:58 9:07:08 9:07:11

SN019 9:06:20 9:06:25 9:06:45 9:07:00 9:07:10 9:07:18 9:07:28 9:07:31

SN020 9:06:40 9:06:45 9:07:05 9:07:20 9:07:30 9:07:38 9:07:48 9:07:51

工程4工程3工程2工程1

生産の異常 生産の異常

工程

時
間

：生産

：待ち

負荷高

負荷低生産の異常

数字の羅列では異常個所の発見が困難

実績データをVisuaLineで可視化

視野範囲36倍拡大
※弊社実測値

文字情報

線の角度・面積で
生産状況・作業進捗を直感的に把握

生産ラインの波形

異常個所0.5秒で発見
※弊社実測値

直感的な把握を導く
UXデザイン（特許出願済）
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富士通

見える化（監視）

VisuaLine導入事例

監視

エッジアプリケーション

株式会社 島津製作所様

課題
・工場の次世代化に向け製造ラインを可視化したい
・改善すべき製造ラインの問題点を把握したい
・劇的な改善が難しい生産性を向上したい

効果
・わかりやすいグラフでラインの稼働状況が一目瞭然
・可視化により問題点が顕在化するため、迅速な改善が可能
・半年で15%の生産性向上を実現

背景
スマートファクトリー化における改善ポイントがつかみきれず、
思った通りに生産性が向上していない

直感的にわかりやすい表示に一目ぼれ。
問題の深掘りや分析もでき、迅速な利用開始が可能
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工作機械を含めた加工・組立ライン全体を監視したい

各メーカーのCNCから詳細データを収集したい

加工状況を３Dモデルで監視したい

こんなときに
最適

見える化（監視）

ロボット・工作機械含む製造ラインのための統合データ収集環境構築

監視

エッジアプリケーション

MELIPC上でOrizuruを動作させた生産情報の見える化の構築例

MELSEC

MELDAS・MELFA

PLC(MELSEC）、CNC

（MELDAS）、ロボット

(MELFA)からのデータ収集

ローカルのSQL DBへの保存

OPC UAによる他システムへ

のデータ連携

MELIPC

加工の作業速度が

3Dモデル上に軽快に

表示され、加工状況

の視認性が向上

・稼働監視 ・予防保全

・品質管理 ・ダッシュボード
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見える化（監視）
監視

エッジアプリケーション

温度センサー

振動センサー

CNC
イーサネット

IO-Link
ケーブル

インターネット

工作機械

画像センサー

イーサネット

ダッシュボード

 長時間生産していると穴位置が少しずつずれる。現在はベテランのエンジニアが
経験と勘で補正値を入力しているものを定量化したい。

 何が原因で位置ズレが発生するのかがわからない。原因を推定し、改善の手を
打ちたい。

目的

機器構成

結果

データ収集後の補正値予測

大量のデータにより高い精度で一致さ
せることが可能に。

予測結果に対する温度センサーの寄与度

ズレの原因になる温度変化箇所を特定し、品質改善を
実施。

導入事例：プリント基板の製造データの取得と品質改善
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現場で自由にExcelでデータ分析したい

本格的なBIツールの導入を検討

製造業向けの画面表示ができるようにしたい（担当者毎に画面レイアウトが変更可能）

こんなときに
最適

C
N

2
C

N
1

生産現場（FA） エッジコンピューティング

加工・蓄積

MELIPC MI5000

IoTデータ収集

マネジメントシェル
（OPC UAサーバ）

OPC UA

クライアント

リアルタイム加工

制御装置

産業機械

計測装置

センサ

その他
データコレクタ

エッジアプリケーション

監視・モニタリング

見える化（BIツール）

現場データを蓄積、加工し、使い慣れたExcelで可視化を実現

MotionBoardでリアルタイム可視化も可能

ITシステム

可視化・分析

Datalizer for Excel

EXCELで分析
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エッジアプリケーション

監視・モニタリング

見える化（BIツール）

月次ベースの実績報告をMotionBoardで日次化
生産管理部門自らの手で、PDCAサイクルの高速化をITベースで実現

導入背景

生産状況がリアルタイムで把握
現場の“ 気づき”が改善を促し毎月の生産性を着実に向上
 IoTダッシュボードとの連携で機械の停止時間を半分以下に削減

複数のExcelシートに分散していた生産情報を1つの画面に集約
直感的に誰でも認識できるダッシュボードを作成

導入ポイント

導入効果

経営情報の見える化ツールとして情報システム部門が先行して導入していた
全社共通のIT 基盤として展開したい

芝浦機械株式会社様 導入事例
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各システムでバラバラに管理されているトレサビデータを紐づけて分析したい

機器データと他システムのデータを紐づけるのに苦労している

粒度の異なるデータ（時系列、品目単位、ロット単位など）の結合が困難

こんなときに
最適

エッジアプリケーション

監視・モニタリング

見える化（BIツール）

製造現場の様々なデータを繋げたトレーサビリティデータ分析

データ収集

生産現場

生産現場データ

出荷データ

在庫データ

顧客データ

可視化・分析・解析等様々な
用途で幅広いデータ活用を実現！

組立製造業
多品目の製造・組み立てデータを紐づけて分析

食品加工業
アレルギー食材などの加工工程を可視化

製薬業
原材料・成分の解析などで活用

業種別トレーサビリティデータの
活用例

PC、モバイル、タブレットなど

様々なデバイスで利用可能

DB
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エッジアプリケーション

監視・モニタリング

見える化（BIツール）

トレーサビリティとトレーサビリティデータ分析

トレーサビリティは「原材料・部品の調達から加工、組立、流通、販売の各工程で
製造者・仕入先・販売元などを記録し、履歴を追跡可能な状態にしておくこと」です。

※国際標準化機構（ISO）が定めるISO 9000および日本工業標準調査会（JIS）が定めるJIS Q 9000の「品質マネジメントシステム―基本及び用語―」

トレーサビリティの実現においては様々な工程、システムのデータをロットや個品単位で繋げ、検
索できる仕組みが求められます。しかし、トレーサビリティの実現だけでは問題発生時に備えた対
応に特化した仕組みづくりとなり、保守的な投資と捉えられる側面があります。
「トレーサビリティデータ分析」はトレーサビリティのために繋げられたデータを活かし、生産性
の向上や品質の改善に向けた活動を行うことが目的です。

次項より、トレーサビリティデータを活用した「トレーサビリティデータ活用」の事例をご紹介します。

トレーサビリティの実現 トレーサビリティデータ活用

調達 製造 流通 販売 調達 製造 流通 販売

履歴追跡 分析

有事の際に履歴を追うことが目的 業務やプロセスを改善することが目的
※トレーサビリティの実現も兼ねる
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エッジアプリケーション

監視・モニタリング

見える化（BIツール）

世界中のお客様の設備情報や不具合情報を収集し、生産効率を下げている要因の特定に
活用されている事例です。

トレーサビリティデータ分析活用事例①機械製造業におけるIoTデータの活用
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エッジアプリケーション

監視・モニタリング

見える化（BIツール）

トレーサビリティデータ分析活用事例②生産ラインデータ可視化による品質改善

様々な生産に関わるデータを収集し、製造データ可視化プロジェクトとして品質向上に
繋げられている事例です。
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自動

診断

データ収集

ｵﾌﾗｲﾝ

分析

ITシステム

エッジ
コンピューティング

生産現場

探索的分析

前処理

CSV

モデル

e-F@ctory Alliance パートナーとの連携による リアルタイム診断システム構築

オフライン分析による
予測モデル設計
を支援します

データ収集システム
構築はアライアンス
企業と連携します

モデリング

こんなときに
最適

データ分析

分析支援サービス

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービスを提供

データ分析サービス

 RDA導入前に、既存データを活用したオフライン分析（重要因子探索など）をしたい

生産現場の個性やビジネス上の目的を理解してくれるデータサイエンティストに相談したい

 データサイエンティスト育成プログラムが社内に無く、手本になる人が周囲にいない

リアルタイムデータ
アナライザを活用した
自動診断システム構築
はアライアンス企業と
連携します
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ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

ア
ク
シ
ョ
ン

機械学習予測モデル設計
データラングリング ▶ 特徴量エンジニアリング ▶ 機械学習パイプライン

機械学習による要因探索・異常検出
データ健全性チェック ▶ 変化検知 ▶ 特徴選択 ▶ モデル選択

統計モデルによる応答最適化
交互作用・非線形性発見 ▶ モデル選択 ▶ パラメータ最適化

品質ばらつき問題
異常検出問題

次のような課題に取り組むことで、
データの中に潜む要因やルールを探索します

市販のパッケージソフトウェアを分析プラットフォームとして利用し、
オープンソース R、Python とも連携することで、短時間で成果を得ます

データ分析

分析支援サービス
データ分析サービス

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービス

将来を見越してのデータ活用には、運用ルール作りが必要です。
お客様の事業に沿ったに最適な提案をお約束いたします。
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答えは現場に
データは現場の一部を切り取ったものにすぎず、

データの中に答えがあるとは限らない！

現場が主役
本質的な問題解決ができるのは、
現場をよく知る技術者だけ！

現場理解から始めるデータ分析

現実世界

データ、
変数

適切な問題設定

有効なアクション

y = 𝒇 𝒙𝒊

データ分析

分析支援サービス
データ分析サービス

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービス
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現場の技術者が自律的に
問題解決に取り組むために

データ活用
スキル
の獲得

分析ツールの活用

統計・機械学習
手法の習得

実業務への適用

ものづくりエンジニアによる
実践型コーチング

予測モデル設計・実装などの
エンジニアリング支援

現場の課題に適合したソフトウェアの導入・活用支援

データ分析

分析支援サービス
データ分析サービス

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービス
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データ分析

分析支援サービス
データ分析サービス

局所最適から全体最適へ

品質安定化 異常検出

最適制御 市場品質確保

1 2

3 4

主要工程や重要変数
に限定した局所分析

AI・機械学習による
大容量、高次元解析

一変量から多変量へ

一変量ごとの
しきい値による管理

確率・統計モデル
によるパターン認識

品質管理から品質保証へ

品質指標の観測
に基づく管理

機能性評価による
ロバスト性確保

半導体・電子デバイス
二次電池
成型品

HDD/SSD
加工機／成型機
社会インフラ設備

半導体・電子デバイス
材料・部品

プラント

成形加工
反応プラント

熱処理・接着・組立

経験知からデータサイエンスへ

経験や専門知識
による条件設定

応答モデルによる
入出力最適制御

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービス

Use Case
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データ分析

分析支援サービス
データ分析サービス

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービス

投
入

払
出

工程１ 工程２ 工程３
検
査
４

プロ
セス
A

プロ
セス
B

検
査
１

プロ
セス
C

プロ
セス
D

検
査
２

プロ
セス
E

プロ
セス
F

検
査
３

y= 𝒇 𝒙𝒊 y= 𝒇 𝒙𝒊

APC（Advanced Process Control）

Use Case １ ： 品質安定化・歩留向上

Pass/Fail , 

Failure Model

Clusters

全工程のデータを使った 歩留モデル

見える化と
ドリルダウン

多変量解析
による要因探索

機械学習による
解析自動化

重要管理項目に限定した 複数プロセスの計量値を利用した 全工程、長期間のデータを利用した

局所分析
から

ビッグデータ
解析へ

Before After
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データ分析

分析支援サービス
データ分析サービス

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービス

Use Case ２ ： 異常検出

一変量ごとの
しきい値管理

多変量による
統計的品質管理

AI・機械学習
による異常検出

重要管理項目に限定した 複数変数間の相関を考慮した データの散らばり、状態変化を考慮した

Xbar-R

管理図

工程能力管理

ホテリング T2

統計量

Q 統計量

多変量CUSUM

管理図

AI・機械学習による
異常スコア

 疎・密、非正規分布、
複数のクラスタにも
対応できるアルゴリズム

 複数の教師無し学習
モデルによる異常検出
精度のロバスト化

Before After
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データ分析

分析支援サービス
データ分析サービス

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービス

Use Case ３ ： 最適制御

Use Case ４ ： 市場品質確保

現場の専門知識による制御
Before After

統計モデルによる満足度の最大化

方法

問題

従来条件を基本として、状況に応じ
一因子毎に条件を小変更

入出力関係に影響する交絡因子や
誤差因子により出力がばらつく

方法

効果

計算機支援実験計画、またはビッグデータ
を用いた機械学習で、応答モデルを設計

ばらつきも考慮した予測モデルによる
パラメータ最適化（シミュレーション）

品質指標（出力Y）の管理
Before After

ロバストパラメータ設計

方法

問題

特性や寸法など検査項目を
評価指標にした工程・品質管理

ノイズ、交互作用に対する安定性の
欠如により市場不具合が発生する

方法

効果

機能（ものの働き）を定義し、ノイズ（誤
差因子）を積極的に設計に取り入れる

ノイズに対する安定性を確保しながら
要求仕様へ合わせることができる
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20年以上のデータ分析コンサルティングで蓄積したノウハウをご提供

1 半導体やLCD工場
での課題対応実績 2 予測モデル構築と

精度確保のスピード 3 ビジネス課題抽出力
と解決力

工場の巨大データ分析で
培ったノウハウ

市場で実績のある
解析ツールを高度活用

製品設計から、工程品質、
市場品質まで広く対応

コーディング不要ツールをベースとして
一部を R, Python で補完

数百工程、多数の装置を渡り歩く
ウェーハプロセスの解析自動化

要因探索、予測、応答最適化など、
目的に応じた解析手法使い分け

データ分析

分析支援サービス
データ分析サービス

現場理解から始めるデータ分析コンサルティングサービス
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機器の
各種センサー
データ

前処理・予測モデル

センサーログからの事前故障予測

 データ分析において、リアルタイムデータアナライザにない分析アルゴリズム※要必要
※ディープラーニング、決定木、アンサンブル学習など

 お客様がすでにRapidMinerを購入

こんなときに
最適

故障予測レポート

フィードバック

データ分析サービス

ノンプログラミングでAI機械学習、高精度の予測モデルを自動で生成

データ分析

分析支援サービス
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RapidMiner ユーザー数

世界中で使われる機械学習ツール RapidMiner

導入企業数

350社以上

ボストン

ブダペスト

ドルトムント

ロンドン

Ascent Venture Partners

Earlybird Venture Capital

Longworth Venture Partners

NGP Capital

OpenOcean

Rapid-I Founded

Open Source

2010
Open Core

2015

Named Forrester Leader

5,000 30,000

150,000

220,000

2019
Full Automation 

of Data Science

600,000以上

YALEが起源で、RapidMinerはドイツのドル
トムント大学のデータサイエンスプロジェクトとし
て始まった。メンバーは現CEOのIngo 
Mierswa, Ralf Klinkenberg and 
Simon Fischer. 

2014
Big Data & 

Cloud 

Investments

本社をボストンへ

Named Gartner Leader

Rapid-I から
RapidMinerへ
社名変更

20072001 2013 2016 2017

【RapidMiner】

オフィス

投資機関

データ分析サービス
データ分析

分析支援サービス
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RapidMiner Studio 総合分析プラットフォーム

①データアクセス

• 様々なファイル形式に対応

• あらゆる主要データベースにアクセス

• JDBC接続

ノンプログラミングでAI・機械学習

②可視化・統計量の表示

• データの分布、特徴を把握

• 豊富な可視化ツール（33種類）

3-D散布図、ヒストグラム、箱ひげ図
密度分布、円グラフ、バブルプロット etc.

データ分析サービス
データ分析

分析支援サービス
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RapidMiner Studio 総合分析プラットフォーム

③データ加工、クレンジング

• 様々なデータ加工機能

• 特徴量の選択、特徴量の生成

④モデリング

• 120を超える分析アルゴリズムが利用可能

• RapidMiner上でPythonやRのコードも実
行可能。

• 拡張機能も充実している。

回帰分析、クラスタリング、決定木、サ
ポートベクターマシン、アンサンブル学
習、ディープラーニング etc.

データ統合、フィルタリング、ソート、
アグリゲーション、etc.

自動最適化、次元圧縮、主成分分析 etc.

ノンプログラミングでAI・機械学習

データ分析サービス
データ分析

分析支援サービス
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RapidMiner Studio 総合分析プラットフォーム

⑤検証、最適化

• クロスバリデーションで

モデルの精度を確認

• 様々なパフォーマンス指標

• パラメータの最適化

正答率(Accuracy)、適合
(Precision)
再現率(Recall)、RMSE、AUC、
有意差検定、etc.

Grid（グリッドサーチ)
Evolutionary、etc.

ノンプログラミングでAI・機械学習

データ分析サービス
データ分析

分析支援サービス
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AUTOモデルのご紹介

高精度な予測モデルを自動で生成

どのアルゴリズムを使えば正解率が
高いかを比較できる

センサーごとの値を変化させ、
シミレーションを行うことができる

データ分析サービス
データ分析

分析支援サービス
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Autoモデル機能の活用

高精度な予測モデルを自動で生成

さらに生成したモデルでシミュレーションが可能です。
製造条件の制約がある場合を想定。センサーAの値が0.1で不変の場合、
異常の確率を最も小さくするためには、各センサーがどれくらいの値
であればいいかなど、最適化が可能。

最適化

データ分析サービス
データ分析

分析支援サービス




